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６
月
２２
日
は
、二
十
四
節
気
の

げ

し

「
夏
至
」
で
す
。

夏
至
は
、
昼
が
最
も
長
く
な
り
、

反
対
に
夜
が
最
も
短
く
な
る
時
で

す
。太

陽
が
最
も
北
に
離
れ
、
最
も
高

く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
が
夏
季

の
真
ん
中
に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
か

ら
、
少
し
ず
つ
太
陽
が
南
下
し
て
、

日
が
長
く
な
っ
て
い
き
、
冬
至
を
迎

え
ま
す
。

七
十
二
候
は
、
夏
至
の
初
候
で
、

な
つ
か
れ
く
さ

「
夏
枯
草
枯
れ
る
」
で
す
。
漢
字
表

現
で
は
、
そ
う
読
め
ま
せ
ん
が
、
夏

枯
草
は
「
か
こ
そ
う
」
と
も
い
わ
れ
、

う
つ
ぼ
ぐ
さ

「
靭
草
」
の
異
名
と
言
わ
れ
ま
す
。

靭
（
う
つ
ぼ
）
と
い
う
の
は
、
武

士
が
矢
を
入
れ
た
道
具
で
、
花
穂
が

こ
れ
に
似
て
い
る
草
花
の
こ
と
で

す
。（
写
真
で
見
る
と
分
か
る
の
で

す
が
）

一
茶
の
句
は
、
若
竹
で
す
。
サ
ア

ラ
サ
ラ
、
サ
ラ
サ
ラ
と
竹
の
葉
が
風

に
そ
よ
い
で
い
る
、
若
い
元
気
に
、

一
茶
も
心
浮
き
立
つ
思
い
だ
っ
た

か
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

カメムシは皆様にとっても嫌いな虫の代表かも
しれませんね。でも、このルリクチブトカメムシの
幼虫と思われる虫の色やデザインは、先入観を除
外して見ると大変美しいと思われませんか！
５月下旬に、カエデの葉に集団でいた若齢幼虫

ですが、成虫は品のある瑠璃色に変身します。

乃東枯（６月２２日～２６日）

・６月２２日 夏至

６月25日

十

６月24日

九

６月23日

八

６月22日

七

６月21日

六

６月20日

五

６月19日

四

北信ローカル ６月１９日号掲載

「
あ
な
た
次
第
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

⑳

【
七
十
二
候
】

さ
あ
ら
さ
ら
野
竹
も
わ
か
い
げ
ん
き
哉一

茶
（
文
政
句
帖
）


